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ヒトが生命を維持し,健康で幸福な生活を送るために必要な営みである“食”.栄養を摂取することに留まらず,おいしい物を
食べる事による満足感や充実感を獲得でき,生活の向上にも関わってくる.食物の研究において,テクスチャーがおいしさを構
成する要素として挙げられている.その他にも,味,匂い,色,温度などが挙げられるが,本研究ではテクスチャーに着目した.今
までに筋電図を用いてテクスチャーを客観的に評価する研究は存在した.しかし,これは嚥下を含まない咀嚼初期に限った検
討である.昨今の高齢社会における嚥下の能力の低下した高齢者のためにも評価の必要な項目であると言える.そこで,本研究
は任意にぼそぼそ感を設定したモデルゲルを用いて,ヒトの咀嚼・嚥下時の筋活動と官能評価による食感とを比較検討し,ぼそ
ぼそ感における物理量と感覚慮の関連性を明らかにした. 
被験食品には,ぼそぼそ感を 3 段階の順序性を持たせて作成したモデルゲルを使用した.強度順位を定量化するために,採点法
にてモデルゲルの官能評価を行った. 
筋電図の測定には,咬筋,舌骨上筋郡を用い塩化銀表面皿電極により双極導出した.習慣性咀嚼測にて,日常の咀嚼リズムにて
咀嚼を行わせた.咀嚼においては,第1ストロークおよび第3ストロークから第7ストロークまでの5サイクルを対象とした．
まず,前歯で破断させ,続いて臼歯で咀嚼するよう指示した.咀嚼開始から嚥下終了までを記録し,被験食品を食べる順序はラ
ンダムとした.筋活動は,生体アンプで増幅後,データレコーダに記録し,パーソナルコンピューターに保存した. 
分析は咀嚼時および嚥下時の活動電位を対象とした.咀嚼回数,咀嚼時間,咀嚼周期,咬筋の各バーストにおけるピーク値,持続
時間,積分値,ＲＭＳ値,舌骨上筋群の各バーストにおける活動時間,ＩＥＭＧ,ＲＭＳ値を算出した.また,咬筋のＩＥＭＧおよ
びＲＭＳ値に対する舌骨上筋群の比を算出した.また,これらのパラメータの変動係数（ＣＶ値）も算出した.統計解析にはＳ
ＰＳＳを使用し,検定には一元配置分散分析を用い比較検討を行なった. 
ぼそぼそ感の強度が増加するにつれ,咀嚼の第1ストロークでは,「咬筋ピーク後の活動時間」,第3-7ストロークでは,「咬筋
活動時間」,「舌骨上筋群/咬筋 IEMG」が増加する傾向が認められた.嚥下に関しては,ぼそぼそ感が増すにつれて,嚥下直前の
咬筋活動量の有意な増加,嚥下直前,嚥下時の舌骨上筋群の筋活動持続時間に有意な増加が認められた. 
ぼそぼそ感の強さは,官能評価から飲み込みにくさに関連しており,さらに筋電図学的評価から嚥下時の舌骨上筋群の筋活動
時間に影響を及ぼすことが明らかとなった.この結果より,嚥下時の舌骨上筋群の筋活動時間は,食品の飲み込みやすさを測る
指標となり得ることが示された. 
 
